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はじめに
Tsukuba Summer 1nstitute for Physical 
Education and Sport (以下， TSI)は留学生の
受け入れ， Iヨ本入学生の海外派遣， グローノく
ル人材としての資質や英語力の向上を自指し
2010年 7月よりスタートしたら第 4回目とな
るTS12013は， 2013年 7月 12B (金)から 19
日(金)までの 1週間，本学の体育芸術学群棟
及び体育施設を中心に実施された。
TS12013の講締は本学体育系教員をはじめ，
イギリスのベドフォードシャ一大学，アメリカ
のオハイオ州立大学，韓国の仁川大学，ブラジ
ルのサンパウロ大学など海外9カ国から講師を
招いて実施された。 1遊間のプログラムは全て
英語で行われ，研究方法論 各国の運動文化や
心身教育に関する講義や演習，
が行われたo
グループワーク
TS1への参加は宮本入学生はもちろん，海外
の学生や研究者も可能である。本年度は共通科
目「体育J自由科目として「日本の体育・スポー
ツ文化J(松元側准教授担当，定員 40名， 1.0 
単位)が関講されたことにより，本学学生の
τ'51参加が自由科目の単位として認定されるこ
とになった。また， 2012年 4月初日に本学と
1 )筑波大学体育系
2 )筑波大学大学院人間総合科学研究科体育学
専攻博士課程前期
連携協定を締結した鹿屋体育大学から学部生・
院生の参加があった 20
TS12013の参加者は合計 87名で，その仁iコ，
海外からは 11カ国 18大学から 80名の参加が
あった。また日本からは 7名(本学から 4名，
鹿屋体育大学から 3名)が参加した。
τ'512013のスケジュールは，以下の通り
1参照)。
(表
講義・実習では LAB(Lab-workshop)， 
CoRP (Collaborative Research Planning for 
Physical Education and Sport)，そして SPAC
2 
TSIの開催実績は以下の通り。
TSI2010・7日間 (2010 年 7 月 25 日~ 31 日)
TSI2011...8 日間 (2011 年 7 月 16 日~ 23 13) 
τ'SI2012 ・・・ 9 日開 (2012 年 7 月 27 日 ~8 月 4 日)
TSI2012には海外 10カ毘 15大学から 46名の学
生と， 25名の日本入学生(うち本学学生23名)
の合計71名が参加した(学部生 13名，大学院生
58名)。
平成24年4月初日 筑波大学において，出立大
学法人筑波大学と毘立大学法人鹿屋体育大学との
連携協定を締結しました。本学からは，山田信1専
学長， 1可江通良部学長らが，鹿屋体育大学からは.
揺永哲夫学長，松下雅雄副学長らが出席し両大
学が，体育スポーツ分野における教育研究を発展
させるとともに，本分野において，我が屈の先導
的な役割を果たしていくことを確認しました。国
立大学として体育系学部を持つのは，本学と鹿屋
体育大学のみであり， r東の筑波，西の鹿屋jと
して，体育・スポーツ分野の教育研究における我
が国の車!hを作か単なる二つの大学の発展に留ま
らない，世界を見据えた連携を推進していきます。
<筑波大学 Web サイト参照 (U悶~:h仕p://www. 
tsukuba.ac.jp/news/20120427145458.html) > 
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表 1 TSI2013スケジュール
プログラム期間中，ポスタールームに個人研究のポスターを掲示することができる(未発表の
研究でなくてもかまわない)07月13日の 18!寺30分からポスター前で口頭発表を行う。
3つのプログラムから lつだけ選ぶ。選択したプログラムと COMMON共通プログラムにのみ
参加できる。学部生が選択できるのは SPACのみ
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(Sports， Physical Activity and Culture in ]apan) 
という 3つのプログラムが用意された。学部生
はSPACのみ選択可能であり，大学院生は全て
のプログラムを選択することができた。筆者が
担当した柔道実習は， SPACプログラムの 1つ
であった。
受講生にはそれぞれ専門種目や専攻分野があ
かそれをさらに深めるための教養や国際交流
を求めてTSIに参加している。従って，本実習
では「柔道の本質に迫るJというような堅苦し
いものではなく，歴史や技術¥試合の観戦など，
なるべく柔道の多様な函を紹介することを意識
したプログラム作りを行った。本報告ではその
様子を提示していく。
2. 実習
実習は 2013年7月 15日(月・祝)に実施さ
れた。午前は 9時 30分から 10時 30分の 1時
間，体育芸術学群棟 5C308教室にて講義を行っ
た。 1011寺40分から llfl寺山分までの 30分間，
筑波大学武道館柔道場に移動して地域の少年柔
道大会の観戦を行った。最後に 1711寺から 18時
の 1時間，柔道場において実技を行った。講義，
在}V波及び実技にi捺しては冷房を使用しまた適
宜休憩を設けたため，受講生からケガ及び体調
不良に関する訴えはなかった。
本実習の補助を以下の 3名に依頼したo 3名
はいずれも筑波大学大学院人間総合科学研究科
博士課程前期に所属する大学院生であり，本学
柔道部コーチとして同部の指導や運営にも関
わっている。 3名の役割分担は以下の通り。
-小林優希(講道館柔道女子参段)
大会観戦補助，実技指導，デモンストレー
ションを担当
・仁l~mf!J券可(講道館柔道参段)
講義準備，実技指導，撮影，デモンストレー
ションを担当
-藤EI湧王子(講道館柔道参段)
大会観戦争m助，実技指導，柔道衣準備，デ
モンストレーションを担当
3. 受講生
柔道実習の受講生は合計 40名で，その中，
男性が25名，女性が 15名であった。由加，大
学JjlJの受講生内訳は以下の通り(表2参照)。
4. 用具
午前仁1:1の講義において受講生の数と体格から
判断し柔道衣の上衣を 25着 (4号 15着， 3 
号 10着)準備した。柔道の投技を安全に実施
するためには，受身や基本動作を教え， また柔
道衣の着方についても指導が必要である。本実
習では柔道の投技上達が自的ではないため，投
げる側(取)は柔道衣を着用せず，投げられる
側(受)が上衣のみを着用する方法を採った。
5. 実習内容
1 )講義
はじめに，講道館柔道(以下，柔道)の誕
生とその現状を概観するため， VHS iArt to 、
PrincipleJ (35分，企画・制作・監修講道館，
制作協力稲葉プランニング)を上映した。本作
品は講道館創立 120周年を記念して作成され，
1882 (明治 15)年に嘉納治五郎(以下，嘉納)
が柔術から柔道を創始した経緯，戦後の武道禁
止からの柔道復活，そして柔道の国際化とその
普及状況についても触れられている。
次に，柔術と柔道の歴史や技術の異同につい
て，パワーポイントを月3いて講義を行った。柔
術については中世戦場における鎧組討を主眼と
し相手を投げ倒して組み伏せることに長けた
起倒流や，近世後期の治世における平服組討を
あてみわざ
前提とし，当身技(拳や足などで相手の急所を
打つ技)や関節技を発展させた天神真楊流な
ど，多様な流派が存在していたことを説明した
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表2 柔道実習受講者の内訳
同名(受講生数) 大学名 男性
仁川大学
5 
lncheon National University 
ソウル大学 。大韓民田 (11~I) 
Seoul National University 
高麗大学
1 
Korea University 
エジンパフ大学
3 
University of Edinburgh 
イギリス (6名)
アベリストウイス大学
2 
Aberystwyth Universi旬
ケント州立大学
1 
KENT STATE University 
シフキュース大学 。アメリカ合衆国 (5名)
Syracuse University 
カリフォルーア大学ア パイン校
l 
Carlifornia Stateじniversity，lrvine 
鹿屋体育大学
1 
National lnstitute of Fitness and Spots in Kanoya 
日本 (5名)
筑波大学
University ofTsukuba 
シンガポル (4名)
ナンヤンし科大学
Nanyang Technological University 
チュフロンコ ン大学
タイ (3名)
Cularongkorn University 
トロント大学
カナダ (3名)
University ofToronto 
国立台湾師範大学
台湾 (2名)
National Tiwan Normal University 
サンパウロ大学
ブラジル (1名)
University of Sao Paulo 
( I翠1参照)。
柔道については，柔道衣の開発と練習方法の
工夫についての説明を行った。嘉納は柑!と裾
の短い柔術の稽古衣をもとに，ネIはJ]すより長
く，ズボンの裾は膝よりも長い柔道衣を開発し
た。これにより，直接相手の身体を摺むことな
く，相手の襟と袖を握って相手のバランスを崩
し投げることが可能になった。また投げられ
た際も肘や!擦を擦りむく恐れがなくなった。さ
らに，安全に投げられる方法として受身を初心
者に学ばせることで，乱取(定められた技を用
いて自由に攻防する練習)によって安全に身心
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を鍛えることが出来るように工夫した。さらに
実戦性が高いものの乱取で用いるには危険な当
身技については，形 (2人組で予め定められた
攻j坊の動作を繰り返し練習する方法)によって
学ぶこととし EI本の伝統武術である柔術の実
戦性の継承にも努めていた点についても概説し
た。また午後の実技では，こうした嘉納の創意
工夫を柔術と柔道の投技を通して感じることが
テーマであると強調した。
最後に大会観戦のマナーと試合のルールにつ
いて説明を行った。 1011寺30分に講義を終了し
大会観戦の場所で、ある武道館へ誘導した。
2 )大会観戦
今回，観戦させていただいた大会は「第 14
四つくば少年柔道大会Jであり，つくば中央柔
道塾と本学柔道部が主催し，つくばユナイテッ
ド柔道 3が後援している。対象はおり年から小学
生であり， 11種目(幼年.小学 l年，小学2年，
小学 3年男子及び女子，小学4年男子及び女子，
小学 5年男子及び女子，小学6年男子及び女子)
が実施され，エントリー数は合計607名であっ
た4(図 2参照)。
講義の際に会場の配置i豆!と見学可能な場所に
ついて説明しさらに補助員も現地にてサポー
トしたため，大会運営に支障を来すことはな
かった。松元准教授も会場に同行し柔道の
ルールや観戦について指導にあたった。
1111寺山分，実技の集合1寺院jと場所を伝え，
解散した。
3 平成 17年3月，周辺地域のスポーツ振興を目的
とし本学体育系コーチング分野教員を中心に
「つくばユナイテッド」が発足しt:.oこれに伴い，
平成 17年4月，本学柔道部が「スポーツを通し
て地域社会と大学に豊かで、創生的な育みを提供す
ることJを理念として設立した少年柔道教室。指
導及び¥運営は本学柔道部関係者の他，保護者や地
域の方々からの協力を得て行われている。つくば
ユナイテッド柔道Webサイト参照 (h役p://www.
tsukuba-judo.net) 
4 つくは、中央柔道塾 (20l3):第 1410つくば少年柔
道大会，つくば中央柔道整
I~ 2 つくば少年柔道大会観戦
3 )実技
17時より実技を行った。はじめに，礼法の
説明及び立礼と座札の練習を行った。礼法は投
げたり投げられたりといった練習に臨むにあた
り，柑手への敬意と感謝を表す方法として非常
に重要であると説明した。全体で上体を倒す角
度や手の位置について確認し次いで2人組で
呼吸を合わせて礼法を行う練習を行った。
次に，受身の説明及び練習を行った。受身は
投げられでもケガをしないための安全な転び方
であり，繰り返し投技を練習するための前提で
あると説明した。単独練習では，後頭部を畳~こ
っけないことと，掌で強く畳を打つことを意識
させた。次いで2人組となり，四つん這いの姿、
勢の相手の腕を引っ張り，横転させて掌で畳を
打つタイミングを練習させた。
受身がある程度形になってきたところで，柔
術の投技 f小手返Jコの説明を行った。「小手返J
は両手で相手の手関節を極め，体を開きながら
相手を投げる技であり，相手の身体を直接摺み，
関節を極めながら施す点に柔術的な特徴がみら
れると説いた。関節を極めた状態からの急な動
きは危険であるため，はじめはお互いに座った
5 左手の小指の部分を相手の右手首内側に，栂指を
相手の右手甲にあてる。つまり，左手の掠指と小
指で相手の右手首を挟むように握る。右手は左手
の上から揖指及び、小指がそれぞれ重なるように握
り，相手の右手を外に返して極める。
講道館 (2004)・講道館護身術，講道館:55 
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状態から，関節を極められている柏手の状態を
確認しながら練習するよう指導した。手首の摘
み方を理解できた人は，座った状態で相手が自
分の襟を摺もうとしてきた場合，次いでお互い
立った状態での「小手返jに挑戦させた。
全員が立ち姿勢での「小手返jを出来るよう
になったところで 5分間の休憩を取った。休憩
後，補助員より 1組に 1着，柔道衣の上衣を貸
し出した。一方のペアが上衣を着たところで，
柔道の投技「膝車fの説明を行った。「膝車J
は相手の襟とネ1を摺み， 自分の左後方に相手を
引き出し体勢を保つために相手が右足を一歩
出そうとする際，相手の右膝に自分の左足裏を
当てさらに引き出して投げるという技である。
関節を極めず，また相手の身体を直接掘むこと
なく投げるところに柔道的な特徴があると説明
した。はじめに自分が立ち姿勢，相手は雨膝立
ちの状態で練習させ，次いでお互いに立ち姿勢
の状態で練習させた。
最後に，補助員による投技のデモンストレー
ションと乱取を披露した。投技は「背負投J，r大
外刈J，r内股」そして「巴投Jを行った。乱取
は1分程度の短いものを 2本行った。
日本語で「ありがとうございました」の発声
と座札を行い， 18時に実技が終了したO
6. 受講生の感想
受講生 40名に対して実習に対する感想文を
依頼し， 10名から感想文の提出があった。いく
つか抜粋し以下に紹介する。
1 )講義について
. 1 haven't heard about Jigoro Kano. It was 
good to know. Practicing was fun. And the 
6 )J奈車は，受を左(右)前i特に崩し，右(左)足裏
を受の左(右)膝頭， または外側に当てて視点と
し受を前方に1m転させて投げる技。
(編)柔道大事典編集委員会 (1999):柔道大事典，
アテネ書房:362-363 
instructor's teaching was nice. Even through 
it was my first experience， 1 felt comfortable. 
Thanks al of things! (43歳，女性，韓毘)
. 1 think he is very har・dworker. Because Kano 
played a key role in making judo and kendo 
part of the Japanese public school programs. 
And Kano was also a pioneer of international 
sports. Accomplishments included being 
the first Asian member of the International 
Olympic Committee. (22歳，男性，筑波大学)
. 1 particularly enjoyed the judo class. It gave 
me a chance to experience an important part 
of J apanese culture. The instruction we had 
was also helpful in order that we learned the 
correct technique. (28歳，男性，イギリス)
講義を通じ，礼法に日本文化としての独自性
のlつを見いだした者や，嘉納の業績の大きさ
に思いを馳せた者もいた。
2 )試合観戦について
・羽Thatstruck me was that amid the rough and 
tumble， the children never stepped across 
the line and regress to full-on fighting. They 
abided by the rules and respected their 
opponents， even during a loss. Perhaps this 
is the attitude inculcated by the teachings 
of judo. It is definitely something worthy of 
imitation in al other sports. (21歳，女性，シ
ンガポール)
. Watching dvd was a little bit boring but 
visiting judo competition of children was 
exciting. Litle children's eyes are so bright， 
and出eywere so great! (43歳，韓国，女性)
子ども達が正々堂々と戦う様子に驚かされた
者もいた。勝敗にかかわらず，相手を敬う態度
を崩さない点に感銘を受けた様子であった。
3 )実技について
. 1 think that judo is J apanese traditional 
culture. Probably， Rei is not a custom in 
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foreign country. Rei is told to be extremely 
important in the martial arts in ] apan. 1 was 
glad that many foreigners can experience the 
Rei. (23歳，男性.筑波大学)
. The ] udo experience was awesome. 1 really 
liked that we were able to wear the traditional 
judo aitire， that we learned about the history of 
judo， and actually got to complete judo moves 
which 1 was not expecting. The instructors 
were great and their demonstrations were 
even be口er.(29 j設，男性，アメリカ)
. We learned judo step by step. We could 
understand it generally. But when really they 
did throw， they couldn't did well. Because it 
is very difficult. There are right how to grip， 
throw. I have had "1 st dan" on judo. So， 1 
taught how to do them. But it was difficult 
for me to explain with English. They helped 
me for their enthusiasm. I was very hard to 
explain! I couldn't tel them well， but I was 
happy that the could throw opponent with nice 
form. (19蔵，男性，鹿屋体育大学)
礼法に臼本文化としての柔道の特徴を見いだ
した者や，初めて袖を通した柔道衣に感激した
者もいた。一方.有段者の日本人学生が海外の
学生にネIlJや襟の擦り方を英語で説明するなど，
技の練習を通じて交流の輸が広がっていった様
子が窺える。
@3 立礼
7. まとめ
前回のτ'SI2012では，受身に関して3名のス
タッフが巡回して指導にあたっていたものの，
受講生から「投技に入る前に受身をしっかり学
i翠4 受身
図5 小手返
i翠6 全体写真
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留すべきだ」との指摘や「年齢に応じたプログ
ラムを準備してほしかったjなどの要望があっ
た。今回は受講者の不安を和らげるため，受身
を単独練習から段階的に指導し受講生の様子
を見ながら技の練習ITI数を増減するなととの配慮
を行った。今回の感想文には受身や運動量に対
する指摘がなかったので，前i豆!の課題を少しは
克Hliできたと感じている。
今回，実習を行う上で、挑戦したのは，カンニ
ングペーパーを使わないことであった。準備は
していたが，講義直前に補助員から「先輩，英
語できるなんですごいですね」と声をかけら
れ，使用を断念した。講義中に言葉が浮かばず
何度も 1:ドi析したが， I使わない」と決めたこと
で，却って集中して授業が出来た。大会観戦や
実技は， 自分が注目される時間も少なく， また
身体を動かしながら行うので負担に感じなかっ
た。結果，最後までカンニングペーパーに頼ら
ず実習を終えることができ， 自信になった。
今回は 40名の受講生を迎え，前回の 25名を
はるかに上回る大所帯であった。元々，受講生
の年齢や言語が多様であり， どんな柔道を提供
すればよいかというイメージが作りにくかっ
た。「乱取に頼らず，いかに柔道の面白さを
えるかJを詩l題とし， D¥弓)鑑賞や大会観戦な
どを加えた。 DVD鑑賞は退屈だったとの声も
あったが，大会観戦は好評をi専した。意外にも
学生から英語の講義に対する批判がなかった
が，これは受講生の同情であったと受け止め，
さらに英語力をつけていきたい。
最後に， TSI関係者及び補助員の皆様，そし
て大会観戦を許可していただいた高野政明塾長
をはじめとするつくば中央塾の皆様に感謝を申
し上げ，本報告の結びとしたい。
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